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い
つ
も
い
つ
も
信
長
・
秀
吉
・
家

康
で
も
あ
る
ま
い
、
信
長
の
直
前
二

〇
年
の
戦
国
天
下
人
三
好
長
慶
、
三

好
時
代
こ
そ
見
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。「
細
川
・
三
好
氏
の
時
代
」「
阿

波
の
藍
か
、
藍
の
阿
波
か
」
と
さ
れ

た
時
代
が
日
本
史
上
に
阿
波
人
が
最

も
輝
き
〝
天
下
〟
取
り
を
し
た
時
代

と
さ
れ
る
。
そ
の
両
者
に
勝
利
瑞
祥

の
佳
名
の
勝
瑞
、
そ
の
地
を
中
心
と

す
る
藍
園
・
住
吉
の
藍
住
の
地
が
関

連
す
る
。
悠
久
の
大
河
、
四
国
三
郎

吉
野
川
の
平
野
形
成
と
そ
の
水
運
が

背
景
と
し
て
存
在
す
る
。
四
国
の

〝
臍
〟
の
〝
三
好
の
地
〟
か
ら
岩

倉
・
脇
城
、
そ
し
て
勝
瑞
三
好
城
館

に
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
し
、
そ
し
て

一
衣
帯
水
の
京
畿
・
堺
に
ジ
ャ
ン
プ

す
る
。

　
阿
波
・
讃
岐
・
淡
路
（
Ａ
Ｓ
Ａ
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
）
を
本
拠
と
し
て
、

三
好
長
慶
が
京
畿
・
堺
に
戦
国
天
下

人
の
地
歩
を
築
き
「
環
大
阪
湾
政
権
」

を
形
成
す
る
。
そ
れ
が
織
田
信
長
の

怒
涛
の
上
洛
直
前
の
こ
と
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
、
日
本
史
の
時
期
区
分
、

〝
ぼ
や
き
・
嘆
き
・
県
民
性
論
議
〟

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
発
想
で
正
当
に
許

可
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
四
〇

〇
年
来
に
埋
も
れ
て
い
た
「
勝
瑞
三

好
城
館
跡
」
の
科
学
的
発
掘
調
査
に

よ
る
「
ふ
る
さ
と
創
生
、
地
方
創
生
」

の
た
め
の
〝
宝
物
〟
を
掘
り
出
し
、

そ
れ
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
近
い

将
来
に
国
の
史
跡
公
園
に
形
成
、
公

開
さ
れ
る
。

　
国
史
跡
指
定
を
記
念
し
て
「
勝
瑞

城
館
跡
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
、

こ
れ
ま
で
に
十
四
回
、
そ
の
半
数
が

雨
天
に
困
惑
し
た
と
の
こ
と
、
今
年

は
第
十
五
回
、
わ
れ
ら
の
三
好
長
慶

会
を
中
心
と
し
た
「
武
者
行
列
」
が

初
め
て
〝
特
別
ゲ
ス
ト
〟
と
し
て
参

加
し
、
誇
る
べ
き
故
郷
の
歴
史
の
再

認
識
、
全
国
発
信
の
役
割
を
担
っ
た
。

〝
天
気
が
一
番
〟
を
合
言
葉
に
、
天

運
、
天
気
を
祈
り
つ
つ
、
元
気
・
運

気
・
根
気
・
や
る
気
・
勇
気
の
〝
気

〟
の
合
一
を
唱
え
、
最
高
の
〝
天
気

〟
に
恵
ま
れ
て
の
出
陣
が
同
志
の
協

力
で
実
現
。

　
熱
心
な
地
域
の
実
行
委
員
会(

中

林
忠
司
委
員
長
、
小
林
和
子
・
勝
野

純
子
・
岡
本
律
子
さ
ん
を
中
心)

が

活
動
さ
れ
る
。｢

平
成
二
七
年
度
勝

瑞
城
館
ま
つ
り｣

の｢

ち
ら
し｣

が

印
刷
さ
れ
、
町
内
に
五
月
四
日
に
配

布
さ
れ
る
。
そ
の
裏
面
に
記
録
さ
れ

る
多
く
の
方
々
の
ご
寄
進
・
ご
協
力

に
感
謝
と
同
志
と
し
て
の
可
能
性
を

信
ず
る
。
こ
れ
ま
で
は
〝
地
域
の
お

ま
つ
り
〟
と
さ
れ
て
き
た｢

勝
瑞
城

館
跡
ま
つ
り｣

の
〝
勝
瑞
城
館
跡
〟

が
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
。｢

高
槻

ま
つ
り｣｢

堺
ま
つ
り｣｢

三
好
長
慶
武

者
行
列
ま
つ
り｣

(

三
好
市
三
野
町)

で
三
好
氏
が
顕
彰
さ
れ
る
。
最
近
の

中
近
世
移
行
期
の
時
期
区
分
に
よ
る

研
究
成
果
の
蓄
積
、
三
好
長
慶
・
松

永
久
秀
の
再
評
価
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ

る｢

特
集｣

な
ど
か
ら｢

勝
瑞
三
好

城
館
跡｣

の
重
要
性
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
、

発
信
す
べ
き
〝
時
〟
が
来
て
い
る
。

そ
の
自
覚
が
求
め
ら
れ
〝
民
度
〟
が

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
開
会

式
で
の
石
川
知
能
町
長
の
挨
拶
、
ゆ

る
キ
ャ
ラ
藍
之
助
の
紹
介
、
木
南
征

美
徳
島
県
議
会
副
議
長
の
論
旨
明
快

な
〝
大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
協
力
〟
の

挨
拶
の
地
元
で
の
新
た
な
展
開
、｢

三

好
実
休
と
千
利
休｣

の
歴
史
的
な
関

係
か
ら｢

実
休
の
茶
の
湯｣

の
全
国

発
信
を
期
待
。

　
天
気
が
一
番
の
天
佑
を
祈
っ
て
三

好
一
族
の
法
要
を
見
性
寺
で
奥
田
忠

良
住
職
、
良
知
副
住
職
の
厳
粛
な
読

経
で
挙
行
。
法
要
に
は
徳
島
県
重
要

文
化
財
の
三
好
之
長
・
三
好
元
長
画

像
を
右
左
に
掲
げ
、
心
あ
る
同
志
が

注
目
。
一
〇
〇
人
有
余
の
法
要
参
加

者
が
焼
香
、
合
掌
。
そ
し
て
本
堂
前

の
一
族
墓
碑
に
供
養
卒
塔
婆
を
並
列

ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

ト
ッ
プ
と
現
場
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

最
　
　
後
　
　
に

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

相
続
税
の
問
題
は
増
税
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
家
族
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
未
来
に

直
面
し
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
こ
な
す

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

誇
る
べ
き
故
郷
の
歴
史

売
上
を
伸
ば
す
方
法

消
費
税
増
税
は

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

第
1
作
業
部
会
の
主
な

結
論

わ
が
国
の
排
出
状
況
と

対
策

輸

出

を

考

え

た

場

合

の

メ

リ

ッ

ト

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

地
理
的
表
示
と
は

目
標
管
理
制
度
の
目
的

定
　 

量
　 

目
　 

標

①
大
き
な
目
標
で
は
な
く
、 

　
す
ぐ
に
で
き
る｢

小
さ
な｣

　
目
標
を
立
て
る

②
す
ぐ
に
や
ら
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い｢

優
先
順
位
が
高
い

　
も
の｣

を
目
標
と
す
る

③
や
る
こ
と
を
増
や
す
の
で

　
は
な
く｢

や
ら
な
い
こ
と｣

　
を
決
め
る

①
自
社
の
現
状(

組
織
風
土
・
　

　
賃
金
水
準
な
ど)

を
し
っ
か
　

　
り
と
分
析

②
会
社
に
あ
っ
た
制
度
の
構

　
築(

組
織
の
ハ
ー
ド
の
部
分)

Ⅱ
地
理
的
表
示
制
度
に

　
つ
い
て始
　
　
め
　
　
に

国

内

法

の

成

立

地
理
的
表
示
の
イ
メ
ー
ジ

久米田合戦での三好実休戦没地牌（岸和田市久米田）

挨拶の石川知能町長とゆるキャラ ｢藍之助｣

          (坂東正文さん撮影)

久米田寺案内板

日珖『己行記』の天正元年正月の内膳受法の記録

揺
れ
る｢

天
下｣

の
動
向

ひ
い
き
　
め

じ
ゃ 

ま 

な
か

こ 

ぎ
ょ
う 

き

打
か

し
も
ご
え

（
打
か
）

（
打
か
）

ま
る
ほ
っ
け

區鳥

戦
国
お
も
し
ろ
百
話

～
大
河
ド
ラ
マ
『
南
海
道
の
晴
嵐
』
を
期
し
て
（
一
七
二
）

文
・
出 

水
　
康 

生

四
五
〇
年
の
昔
と
今
、
勝
瑞
三
好
城
館
に
三
好
実
休
の
凱
旋

～
「
勝
瑞
城
館
跡
ま
つ
り
」
に
特
別
ゲ
ス
ト
参
加
か
ら
〝
夢
が
ま
た
開
く
〟
～

Monthly Topics

国の史跡公園形成中の風景

平成２年再建の復元鷲の門と石垣

月見(付見)櫓の立っていた阿波青石の石垣と堀

上桜城の上から岩倉城方面を眺む

・・
・

〝

〟

〝
〟

〝大河ドラマ〟をとの木南征美県議会副議長

旗幟を背に ｢三好実休と千利休｣の講演

見性寺での三好一族５００年御遠忌法要

法要の後に墓前に祈る法要の後に墓前に祈る

行列・出陣前に見性寺本堂前にて

坂本勝義さん作の横断旗幟を先頭に、

　　　　 勝瑞城跡を背に

「
勝
瑞
城
館
跡
ま
つ
り｣

の

 

方
向
性

三
好
一
族
五
〇
〇
年

御
遠
忌
法
要
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ま
ず
ど
こ
を
掘
る
か

日
本
を
外
か
ら
見
る

ト
ッ
プ
と
現
場
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割

医
療
法
人
の
承
継
対
策
　

労
働
契
約
法
と
の
関
係

社
会
保

険
と
の
関

係

←

定
着
す
る
人
事
評
価

制
度
を
考
え
る

成

功

す

る

起

業

家

税 

収 

の 

推 

移

Ｓ

Ｎ

Ｓ

の

特

徴

※

Ｓ

　

　

Ｎ

　

　

Ｓ

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
量
と

国
内
の
賦
存
量

最
　
　
後
　
　
に

幸

せ

の

タ

イ

プ

世
界
観
を
伝
え
る
た
め
に

変
動
費
化
実
現
へ
の

３
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

売
上
を
伸
ば
す
方
法

： ：

わ
が
国
の
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
方
針

※
カ
ン
ク
ン
…
メ
キ
シ
コ
の
都
市

※

ハ
イ
リ
タ
ー
ン
人
材

の
育
成

人
材
育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

目
標
管
理
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵

自
社
コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン

ス
形
成

①
短
期
的
な
取
り
組
み

・
業
績
賞
与

・
成
果
配
分
制
度

・
年
俸
制

・
個
人
賃
金
変
動
費
化

②
中
長
期
的
な
取
り
組
み

・
人
材
育
成

・
ポ
イ
ン
ト
制
退
職
金

・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

③
賃
金
以
外
の
取
り
組
み

・
人
材
ミ
ッ
ク
ス

・
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

㌧

新町谷川を堀とする岩倉城跡と高速徳島道の高架

妙興寺の横田内膳の顕彰展示

米子市の普平山妙興寺の横田内膳墓碑

蘇鉄の寺の妙国寺、樹齢1200年の蘇鉄

日
珖
と
実
休
と
村
詮

普
平
山
妙
興
寺

し
て
共
々
に
祈
念
、
合
掌
。

　
最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
る
。
徳
島

新
聞
の
予
告(

五
・
九)

で｢

長
慶

会
の
一
二
〇
人
参
戦｣

、
報
告(

五
・

十
一)

で｢
勇
壮
、
一
二
〇
人
が
武

者
行
列｣

と
さ
れ
た
が
、
そ
の
昔
の

大
本
営
発
表
な
ら
？
と
の
参
加
、
協

力
。
茨
城
、
東
京
か
ら
、
一
五
二
七

～
三
二
年
の｢

堺
幕
府｣

の
堺
か
ら

｢

三
好
一
族
と
堺
幕
府｣

の
旗
幟
で
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
川
上
浩
理

事
長
・
高
三
寿
次
郎
前
理
事
長
・
柿

沢
和
代
さ
ん
ら
有
志
十
二
人
。
堺
の

地
域
お
こ
し
を
ち
く
ち
く
と
図
る｢

ち

く
ち
く
会｣

の
竹
内
魁
成
会
長
・
崎

田
公
明
・
岡
村
哲
伸
、
木
岡
清
さ
ん
。

ち
く
ち
く
会
は
昨
年
七
月
四
日
の
三

好
長
慶
四
五
〇
年
遠
忌
命
日
を
期
し

て
南
宗
寺
甘
露
門
前
に｢

戦
国
天
下

人
三
好
長
慶
公｣

坐
像
の
建
立
・
除

幕
の
先
達
。
岡
村
さ
ん
は
坐
像
制
作

の
彫
刻
家
。
木
岡
さ
ん
は
徳
島
県
人

会
近
畿
連
合
会
々
長
で
も
あ
っ
て｢

阿

波
お
ど
り
と
三
好
長
慶｣

を
両
輪
と

さ
れ
て｢

大
河
ド
ラ
マ
実
現
を｣

と

念
じ
ら
れ
る
。
芥
川
山(

三
好
山)

城
の
高
槻
か
ら｢

三
好
芥
川
山
城
の

会｣

の
大
和
實
会
長
・
掘
孝
・
吉
田

義
行
さ
ん
ら
同
志
二
二
人
。｢

第
三

八
回
高
槻
ま
つ
り｣

か
ら
以
来
八
回

に
﨔
通
り
で
武
者
行
列
、
大
広
場
舞

台
で
の
大
音
声
の
勝
鬨
。
大
和
・
坂

東
静
央
さ
ん
は
〝
故
郷
に
錦
を
飾
る

〟
心
意
気
。
観
音
寺
市
伊
吹
島
か
ら

一
騎
当
千
の
伊
吹
島
三
好
研
究
会
の

三
好
兼
光
さ
ん
。
高
松
市
の
十
河
城

か
ら
勝
瑞
三
好
城
館
の
最
後
の
城
主

で
あ
っ
た
十
河
存
保
の
後
裔
の
十
河

延
康
さ
ん
ら
十
河
同
族
会
の
十
人
が

十
河
一
存
、
存
保
の
二
本
の
抜
群
の

旗
幟
を
高
ら
か
に
掲
げ
ら
れ
た
。
県

内
か
ら
は
三
好
長
慶
・
実
休
・
冬
康
・

一
存
・
冬
長
の
姉
妹
が
嫁
い
だ
海
部

氏
・
有
持
氏
・
一
宮
氏
・
大
西
氏
が

旗
幟
鮮
明
に
実
休
本
隊
の
前
に
位
置
。

海
部
氏
に
は
西
田
益
良
さ
ん
を
中
心

に
東
條
英
機
、
美
人
の
島
田
町
お
こ

し
協
力
学
芸
員
が
新
調
の
海
部
、
宍

喰
城
の
旗
幟
、
一
二
〇
〇
年
よ
り
の

歴
史
を
持
つ
城
満
寺
の
田
村
航
也
師
、

愚
山
修
行
僧
ら
と
海
陽
町
の
町
お
こ

し
の
た
め
の
視
察
に
岡
田
啓
教
育
長

ら
十
二
人
。
有
持
氏
に
は
大
阪
守
口

市
の
嘉
之
・
一
之
・
雅
一
・
虎
之
助

の
男
系
四
代
と
そ
の
家
族
・
縁
者
、

吉
野
川
市
の
上
浦
城
の
有
持
敏
雄
父

子
二
代
ら
総
勢
十
五
人
。
一
騎
当
千

の
一
宮
宏
行
さ
ん
。
三
好
市
三
野
町

の
三
好
長
慶
・
実
休
ら
の
生
誕
地
の

芝
生
城
を
誇
り
と
し
て｢

三
好
武
者

行
列
ま
つ
り｣

を
挙
行
す
る
鈴
木
茂

幹
・
林
吉
一
さ
ん
、
菩
提
寺
の
長
尾

密
明
さ
ん
、
近
畿
三
野
ふ
る
さ
と
会

の
鈴
木
忠
昭
さ
ん
が
応
援
。
実
休
本

隊
に｢

理
世
安
民｣

の
旗
幟
の
吉
成

昌
彦
、｢

南
海
道
の
晴
嵐｣

の
鎌
村
光

悦
さ
ん
。
そ
の
旗
本
・
小
姓
組
に
篠

原
長
房
・
原
田
大
和
守
の
中
野
成
美

父
子
と
奎
吾
・
志
保
・
花
保
ち
ゃ
ん
。

三
好
敬
子
さ
ん
の
孫
の
悠
斗
君
と
友

人
二
人
。
美
馬
市
か
ら
の
鎌
田
女
史

の
孫
さ
ん
三
人
が
甲
冑
の
若
武
者
と

折
り
紙
兜
の
女
児
。
そ
し
て
錚
々
た

る
武
将
隊
と
し
て
濱
隠
岐
守
・
庄
野

和
泉
守
・
犬
伏
左
近
・
坂
東
紀
伊
守
・

高
見
紀
伊
守
隊
・
そ
し
て
殿
軍
と
し

て
新
開
遠
江
守
隊
。
さ
ら
に
飛
び
入

り
自
由
の
案
山
子
隊
。
こ
と
ほ
ど
左

様
に
、
誇
る
べ
き
故
郷
の
歴
史
の
再

認
識
を
意
識
す
る
善
意
の
同
志
が
共
々

に
行
進
・
同
行
・
観
覧
し
て
く
れ
た

こ
と
に
、
感
激
・
感
謝
!!

　｢

勝
瑞
城
館
ま
つ
り｣

の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
与
え
ら
れ
た
十
二
・
五
〇
～
十

三
・
三
〇
分
の
時
間
に
、
前
述
の
面
々

の
武
者
行
列
隊
が
、
五
万
平
米
余
の

広
大
な
勝
瑞
三
好
城
館
跡
に
〝
三
好

実
休
の
凱
旋
〟
と
し
て
集
結
し
て
旗

幟
高
ら
か
な
軍
団
の
勇
姿
を
示
し
、

〝
鶴
翼
の
陣
に
布
陣
せ
よ
〟
の
大
号

令
で
、
縦
の
行
列
で
な
く
横
幅
広
く

展
開
し
、
法
螺
貝
、
太
鼓
の
音
に
合

わ
せ
て
、｢

理
世
安
民｣｢

南
海
道
の

晴
嵐｣

の
旗
幟
高
ら
か
に
、
坂
本
勝

義
さ
ん
の
渾
身
の
揮
毫
の｢

三
好
長

慶
会
武
者
行
列
、
祝
三
好
実
休
三
好

　
　
城
館
凱
旋｣

の
横
断
旗
幟
を
誇

　
　
ら
か
に
示
し
て
、
全
軍
が
堂
々

　
　
と
前
進
。
そ
れ
が
前
代
未
聞
、

　
　
未
曽
有
の
〝
四
五
〇
年
の
昔
と

　
　
今
の
戦
国
ロ
マ
ン
〟
を
実
現
し

　
　
た
。

　
　
　
同
志
た
ち
の
武
者
集
団
が
、

　
　
そ
の
昔
の
会
所
の
館
ま
つ
り
本

　
　
部
、
わ
れ
等
の
本
陣
の
前
に
集

結
し
、
木
岡
清
さ
ん
の
激
励
挨
拶
の

そ
の
後
に
マ
イ
ク
な
し
の
大
音
声
の

口
上
と
エ
イ
ッ
・
エ
イ
ッ
・
ウ
ォ
ー

の
勝
鬨
。
そ
し
て
最
後
に
、
勝
瑞
城

下
で
十
河
存
保
が
京
か
ら
能
楽
四
座

や
芸
人
を
招
待
し
て
、
天
正
六(

一

五
七
八)

年
の
盂
蘭
盆
会
に
〝
風
流

踊
り
〟
を
盛
大
に
挙
行
し
た
。
そ
れ

が
『
三
好
記
』
に
記
録
さ
れ
、｢

阿

波
踊
り｣

の
最
初
の
記
録
と
さ
れ
る
。

現
代
の
阿
波
踊
り
の
達
人
の
四
宮
生

重
郎
さ
ん
を
先
頭
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
倫
理
プ

ラ
ザ
の
受
講
生
十
五
人
、
娯
座
留
連

の
鳴
物
八
人
の
合
奏
で
、
東
條
英
機

さ
ん
の
肝
入
り
の
大
傘
を
依
代
と
し

て
狂
乱
、
乱
舞
す
る
。
そ
の
中
に
海

陽
町
の
城
満
寺
で
修
行
す
る
愚
山
さ

ん
が
錫
杖
を
大
地
に
突
き
刺
し
て
の

風
流
な
踊
り
、
そ
れ
が
風
流
踊
り
の

原
点
か
、
と
注
目
。

　
〝 

夢
幻
や 

南
無
三
宝
く
す
む
人

は
見
ら
れ
ぬ
夢
の
夢
の
夢
の
世
を
、

う
つ
つ
顔
し
て
何
し
よ
う
ぞ
、
一
期

は
夢
よ
、
た
だ
狂
へ
、
一
期
は
夢
よ
、

た
だ
狂
へ
〟
と
四
五
〇
年
の
昔
と
今

の
戦
国
ロ
マ
ン
。

　
四
五
〇
年
の
昔
と
今
の
戦
国
ロ
マ

ン
が
未
曽
有
の
も
の
と
し
て
実
現
さ

れ
た
。
勝
瑞
三
好
城
館
の
意
義
を
町

民
、
県
民
、
国
民
の
視
点
で
集
約
さ

れ
、
地
元
の
〝
民
意
・
文
化
度
〟
を

誇
示
し
て
の
今
後
に
期
待
!!

た
ば

『
三
好
記
』
の
内
膳
正
の
記
録

旗
幟
高
ら
か
な
る
面
々

・
・
・
・

・
・

・

勝瑞三好城館跡に凱旋して〝鶴翼の陣〟

徳島県人会近畿連合会木岡清会長

し
ん
が
り

く
み

か
り

依代の大傘の下で風流踊り、阿波踊りの達人
　　　　　　　四宮生重郎

風流傘を手に踊る、若武者の正座観覧 鶴
翼
の
陣
の
布
陣

依
代
の
大
傘
、
風
流
踊
り

｢

大
河
ド
ラ
マ｣

へ
の
構
図
、

努
力
を

よ
り
し
ろ


